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わが国酪農の中長期的課題と生産者組織の役割 

－ 酪 農 経営 のさ ら なる 発 展的 展 開の ために －  

《要約版》 
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副 業 的 な 零 細 経 営 か ら 出 発 し た

わ が 国 酪 農 は 、 牛 乳 消 費 に 象 徴 さ

れ る 洋 風 化 指 向 の 「 戦 後 日 本 型 食

文化」の普及の なかで 、戦 後 20 年

余 り で 急 激 な 外 延 的 拡 大 を 示 し 、

そ の 後 、 基 本 法 農 政 下 の 選 択 的 拡

大作目とし て、「規 模拡大と 効率化

と い う 単 線 的 な 方 向 」 で 「 順 調 」

な発展を遂 げてきた 。  

こ の 過 程 に お い て 、 わ が 国 に お

ける酪農経 営の数は 、1963 年の 41

万 6 千戸をピーク に減尐基 調を続

け、2009年現 在でピ ーク時の 5.5 ％に 相当 する 2 万 3 千戸にま で減尐 する一方 で、一

経営体当た りの乳用 牛飼養 規模の拡 大、乳用 牛 1 頭当た り年間産 乳量の 増加によ って、

わが国にお ける生乳 生産量 は、1963年に 276万トンであ ったもの が 2008年度 には 794

万トンにま で増加し た。  

こ う し た 酪 農 経 営 の 急 速 な

発展を指し て、日本酪 農は、し

ばしば 、戦後農 政におけ る構造

政策のモデ ル的な存 在、日本農

業の「優等生」と呼ばれ てきた

が、残念なが ら、最近の 生乳生

産量は、1996 年の 866 万トン

をピ ーク に減 尐し 始め て おり、

わ が 国 の 生 乳 生 産 基 盤 は 明 ら

かな縮小局 面に入っ ている 。特

に、こ うした傾 向は都府 県に強
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く現れてお り、北海道 で辛う じて乳用 牛頭 数の維持が 図られて いるの に対し、都 府県

のそれはピ ーク時（ 1996 年） の 65％ に当 たる 67 万 7 千 頭（2009 年） にまで激 減し

ている。  

こ の 背 景 に は 、 兹 業 経 営 や 副

業 的 経 営 が 離 脱 し 、 残 っ た 経 営

が 離 脱 し た 経 営 の 生 産 基 盤 を 吸

収 し な が ら 大 規 模 化 、 専 業 ・ 単

一 化 を 遂 げ 、 そ う し た 経 営 間 の

競 争 を 通 し て 、 さ ら な る 規 模 拡

大 や 経 営 の 効 率 化 を 図 っ て い く

と い う 日 本 酪 農 の 展 開 過 程 に あ

っ て 、 い ま や 専 業 ・ 単 一 経 営 の

中 か ら も 離 脱 者 が 登 場 し 始 め た

こ と が あ る 。 こ の こ と は 、 わ が

国において、生乳生産 基盤そ のものが 維持 できなくな ったこと を示し ており、酪 農に

対するこれ までの政 策の抜 本的な見 直しが 求められて いること を意味 している 。  

すなわち、これ

までは、規 模拡大

に よ る 酪 農 経 営

の階層分解 が、日

本酪農の「 必然の

流れ」と肯 定され

て き た 。 し か し 、

長 年 に わ た り 地

域 酪 農 を 支 え て

きた中規模 経営層の 中から も離脱す る酪農 家が出現し 、そ れに伴 い酪農産 地の多く が

疲弊の度を 強め、地域 農村社 会の重要 なイ ンフラであ る生産者 組織の 維持・運営 も困

難な状況に ある。  

  加えて、「規模 拡大と効 率化」

の同意 語とし て、「 国際競 争力」

の強化 が声高 に叫ば れて きたが、

「国際競争 力」の強化に 専念すれ

ばするほど 、酪 農家戸数 の減尐と

酪農産地の 崩壊とが 併進し 、ひい

ては「国際競 争力」強化 の 目指す

べき到達点 であるは ずの「国内自

給率の向上 」と いう目標 そのもの

が 後 退 し か ね な い と い う ジ レ ン

マに陥って いる。  
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酪 農 政 策 及 び 生 産 者 組 織 の 今 後 の 取 り 組 み の 在 り 方 を 検 討 す る 場 合 に 重 要 な 前 提

となるのが 、酪 農という 生産活動 が、日本 国民にとっ て「 揺るぎな い価値 」を持 つよ

うにし、その価 値が持 続しさら に発展す るよ うにしなけ ればなら ないと いうこと であ

る。すな わち 、日本酪 農は 、国民生 活の変 化に対応し ながら 、その 豊かさに 確実に 貢

献し続ける ものでな くては ならない 。  

こうした 観点 からみ た場合 、「日 本酪 農の果 たすべき 役割 とある べき姿 」は 、次の

ようなもの であろう 。  
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牛乳乳製品 が、いまや 、日 本国民の 食生活 と健康に と って 、なくて はなら ない存在

となってい る状況の なかで、日 本酪農は、安全で品質 の高い牛 乳乳製 品を、消費者 に

とって適切 な価格で 安定的 に供給す ること に責任を持 つことが 必要で ある。  

こ の た め に は 、 現 在 の 国 内 牛 乳 乳 製 品 市 場 の 規 模 に 対 応 し て 、 生 乳 生 産 基 盤 を 維

持・拡 大し、牛乳乳 製品の 国内自給 率を向 上させてい くことが 必要で ある。し たが っ

て、このことを 実現して いくた めには、酪 農生産に従 事する人 々が、自ら の職業に 誇

りを持ち、自 らの人生 を豊か で満足の いく ものとし、そ の能力を 十二分 に発揮で きる

持続可能な 経営の条 件を整 備してい くこと が重要であ り、こうし た観点 から、国内 に

おける酪農 経営の安 定に必 要な価格 と所得 の水準を確 保する必 要があ る。  

なお、牛乳乳 製品の国 内自給 率は 徐々 に低 下し ７０％ 程度にあ る現状、及び酪農 製

品の国際市 場が極め て不安 定で流動 的であ る状況を踏 まえ、国際 市場の変 動に対応 し

つつ、国産牛乳 乳製品 の安定供 給を図る 主体 的な取り組 みを推進 す るこ とが求め られ

る。  
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今後におけ る生乳生 産基盤 の維持・拡 大の ためには、地 域や経営 におけ るそれぞ れ

の 生 産 条 件 や 酪 農 家 の 価 値 観 を 十 分 に 生 か し た 多 様 な 酪 農 経 営 の 展 開 が 図 ら れ る こ

とが不可欠 である。  

最近の酪農 経営の特 徴は 、規模 拡大と効 率化 という単線 的な方向 で発展 を遂げて き

たこれまで の状況と は異な り、様々な 経営 条件の中で、多様性と 専門性 に富んだ 個性

的な経営展 開が行わ れてい ることで ある。  

ここで言う 様々な経 営条件 とは、① 経営 形 態（家族経 営、企業 ・法人 経営など）、

②生産方式 （ 飼養管 理方法 、搾乳方 法、飼 料調達方法 など ）、 ③経営組 織（生乳 ほか

肉用牛、乳製品 等の販売 部門の 組 み合わ せ ）など の ほか 、平地農 業地域 、中山 間農業

地域、都 市的地 域など の 立地 、さらに 寒冷 地、暖地 という 気候など を指すが 、こ れら

の経営条件 を踏まえ、最大限の 生産力と 収益 性を実現し ようとす る酪農 家の懸命 な努
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力が日々続 けられて おり、これ に、酪農家 自身の価値 観や人生 観も加 わって、それ ぞ

れの酪農経 営の個性 が産み 出されて いる。  

したがって 、今 後は 、こう した「日本酪 農の 多様性と専 門性に富 んだ個 性的な経 営

展開」を支 援してい くこと が重要で ある。  

なお、 酪農 生産は 、本 来、「 土・ 草・ 牛」が 三位一 体と なった 理想 的な 循環型 農業

と し て の 技 術 的 特 徴 を 持 っ て

いることか ら、これが十 二分に

発 揮 さ れ る 環 境 調 和 型 の 生 産

方式を基本 とする 、土地 利用型

の 家 族 酪 農 経 営 を 守 り 育 て る

ことが重要 である。  

さらに 、酪農生 産の持つ 周年

拘束性 、家族経 営におけ る労働

利 用 の 制 約 を 克 服 す る 観 点 か

ら、ヘ ルパー制 度やコン トラク

タ ー 組 織 等 の 充 実 を 図 る こ と

が必要であ る。  
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わが国にお ける酪農 経営の 多くは 、他の 作 目と異なり 、若 い担い手 を持つ 専業・専

門経営であ る。こうした なかで、近 年、高齢 化と過疎化 が極度に 進む地 域農村社 会に

おいて、酪農 家は、在 村しつつ も昼間は 村外 に働きに出 る多くの 兹業農 家や高齢 化し

た農家を代 理して、Ｐ ＴＡや 自治会の 役員、世話役など のさまざ まな役 割を果た して

おり、農村の社 会的機 能を維持 するため の人 的資源とし ての位置 付けが 高まって いる。 

また、無畜農 業が大 宗を占め る日本農 業の なかにあっ て、酪農 生産から 産み出さ れ

るたい肥な どの有機 物が地 域の耕種 農業で 活用される ことが常 態化し ており、その 意

味 で 、 酪 農 生 産 の も つ 物 質 循 環 機

能 が 地 域 農 業 に 生 か さ れ る こ と が 、

い ま や 日 本 農 業 の 重 要 な 生 産 条 件

となってい る。  

加 え て 、 特 に 、 中 山 間 地 域 で 増

加 し て い る 耕 作 放 棄 地 の 酪 農 生 産

に お け る 活 用 は 、 今 後 、 都 府 県 酪

農 に 期 待 さ れ る 重 要 な 農 地 管 理 機

能 で あ り 、 ま た 、 耕 種 農 業 が 困 難

な 北 海 道 な ど の 寒 冷 地 に お い て は 、

草 地 型 酪 農 生 産 の 果 た す 役 割 は 極

めて大きい 。  

以 上 の よ う な 農 村 社 会 や 地 域 農
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業における、酪 農経営の 優れた 機能や役 割 を維持・発展さ せること が、国民経 済的な

観点からも 不可欠で あり、こ うした観 点か ら、酪農 経営 は特定の 地域に 集約的に 立地

するのでは なく、全国 の多くの 地域に適 正に 配置される ようにす ること が重要で ある。 

 

װ ” – ” ║  

酪農の持つ 保健休養 力や教 育力など の機能 を発展させ ることが 重要で ある。  

これまで第 1 から第 ３で挙 げたのは 、主に 、酪農の 持つ経済 的な機能 であり 、これ

らを通して 国民に提 供され るのは 、物質 的・経済的 利益で ある。しかし 、生活 空間の

都市化が進 展するな かで、農 村や農業 に対 する消費者 の時代的 ニーズ において は、情

緒 的 文 化 的 要 素 が 急 速 に 強 ま

っている。  

本来酪農生 産は 、農地と の結

び 付 き が 強 く 緑 豊 か で 動 物 の

いる農場と して 、農業の なかで

も 潜 在 的 に 高 い 保 健 休 養 力 や

教育力を有 しており 、こ うした

公益的機能 の強化を 通して 、消

費 者 ニ ー ズ の 時 代 的 変 化 に 応

え、日 本酪農の 価値を大 きく高

めることが 可能であ る。  

したがって 、今 後にあっ ては、

こうした酪 農の優れ た公益 的機能に 着目し 、これを育 てていく ことが 重要であ る。  

 

” ‗  

わが国に限 らず、世 界中の酪 農生産者 組織 が、他の生産 者組織 と区別さ れる重要 な

特徴は、酪農 経営の主 要生産 物である 生乳 について、生 産者から 条件を 付さずに 一元

的に集荷し 販売する 仕組み を採用し ている ことである。これには 、生乳が 腐敗しや す

く 保 存 が 困 難 で あ る と と も に 、

酪 農 経 営 の 大 宗 が 家 族 経 営 で

あ り 、 こ れ ら の こ と か ら 、 生

乳 の 販 売 や 流 通 を そ れ ぞ れ の

酪 農 家 が 単 独 で 行 う こ と に 限

界 が あ る こ と に 背 景 が あ る 。

そ の 結 果 、 酪 農 家 の 多 く は 、

自 ら の 生 産 物 に 係 る 経 済 的 価

値 の 実 現 と い う 極 め て 重 要 な

経 営 プ ロ セ ス の ほ ぼ 全 て を 、

協 同 の 生 産 者 組 織 に 委 ね て い

る。  
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したがって 、酪 農生産者 組織は 、酪 農家の 負託に応え る ため 、生乳 の販売 先である

乳業者との 取引上の ポジシ ョンを高 め、よ り有利な取 引条件を 獲得す るととも に、需

給不均衡や 乳価低下 などが 生じた場 合には 、生乳出荷を 計画的に 調整し たり、取引 先

や仕向け用 途を変更 したり するなど をして、生乳を可能 な限り有 利に販 売するこ とを

求められる 。  

また併せ て、 生産者 組織は 、個 別酪農 経営 の多様な 発展 を支援 するた めの 活動を、

生乳の組織 的な共同 販売事 業と関連 付けて 行うことが 、有効で あり重 要である 。  

すなわち、指 定団体を 始めと する酪農 生産 者組織の基 本的使命 は、生乳 の共同販 売

及び経営支 援の事業 活動を 通して、組織 構 成員である 酪農家、とり わけ、単独 で は対

等 な 市 場 取 引 が 困 難 な 家 族 経 営 の 中 長 期 的 で 安 定 的 な 経 営 の 発 展 に 寄 与 す る こ と に

ある。  

なお、こうした 基本的使 命を貫 徹するた め には、酪農生産 者組織は 、事業環境 の変

化に適切に 対応して、組織の機 能や事業 の在 り方を常に 改善し続 けるこ とが必要 とな

る。  

こうしたこ とから 、酪農経 営の減 尐・分散 化による事 業コスト の増嵩 、乳業 工場の

再編等にと もなう流 通・取引環 境の変化 等 に対処する ため、最近に おいて は、都府県

に お け る 指 定 団 体 組 織 の

広域化、酪農 専門農協 の統

廃合が進め られてき た。  

しかし、わが国 酪農産 業

を め ぐ る 環 境 は 引 き 続 き

大 き な 変 化 を 続 け て い る 。

特に、乳製品 の輸入自 由化

の 進 展 に 伴 い わ が 国 の 牛

乳乳製品市 場は、国際 乳製

品 市 場 と の 連 動 性 を 強 め

ている。また 、わが国 酪農

に と っ て 最 も 重 要 な マ ー

ケ ッ ト で あ る 飲 用 牛 乳 市

場は成熟化 し縮小局 面にあ る。さらに、酪 農家戸数は 継続して 減尐基 調にあり、ま た

酪農経営は 経営形態、生産方 式、経営組 織と いった点に おいて従 来以上 の多様性 を強

めている。こう したなか で、今後と も酪農 生産者組織 が、わが国酪 農の発 展に寄与 し

ていくため には 、組織運 営の効率 性を一 層 高めつつ 、併せ て、組 織規模 の最適化 、機

能の強化と 事業の改 善を進 めること が急務 となってい る。  

 

”  

酪農生産者 組織の機 能は、生 乳の共同 販売 活動を中核 にして発 揮され ている。し た

がって、現状に おいても、酪農家同 士の関 係は、他 の作目 と比較し て協同 的関係性 が

強く、その 行動規範 は「共 存のため の協調 」とも言え る。  
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こうした協 同体的 関 係性に 基づく組 織的な 絆（以下、「協同体 的 ネッ トワーク 」）は、

元来、「 競争を 通し てのみ 市場の 最適 化が実 現する 」 とい う考え 方と対 極に 位置す る

存在である。し かし、生乳 の商品的 特性と 酪農生産の 技術的特 性から して、酪農経 営

の安定的持 続性を確 保して いくため には、酪農家間の 協同体的 ネット ワークを、日本

酪農のいわ ゆる「社 会関係 資本」と して維 持し発展さ せること が重要 である。  

したがって 、今 後、酪農生 産者組織 が取り 組むべき諸 課題の検 討に当 たっては 、先

に述べた「日本 酪農の 果 たすべ き役割と あ るべき 姿」の実 現を図る ことを 念頭に、酪

農経営にみ られる多 様化と 個性化を 尊重し 、その発展を 阻害しな いよう にしつつ、酪

農家間の協 同体的ネ ットワ ークを発 展 させ ること、すな わち、多 様化する 酪農経営 間

のまさに「競 争と協調 のバラ ンス」をど のよ うに上手に 確保する のかが 基本的視 点と

なる。  

以上の基本 的視点を 念頭に 、以下で は、生 産 者組織の取 り組みを 、生乳 の価格形 成、

需給調整、需要 拡大、そし て経営支 援の４ つの主要な 分野に分 けて整 理し、加えて そ

れ ら の 具 体 的 な 手 法 を 実 現 す る た め の 政 策 形 成 へ の 生 産 者 組 織 と し て の 関 与 の あ り

方について も検討す る。  

なお、各 課題の 論点とし て、第１に 、課題 の現状、特にそ の要因や 背景につ いて考

察する。第２に、課 題を具 体化し、第３ に 、課題への対応 策として、生産者組 織によ

る取り組み を提案す る。  

 

 

”  

 

 

１） 生 乳 は 極 め て 腐 敗 し や す く 保 存

が 出 来 な い こ と か ら 、 生 産 後 、 直 ち に

出 荷 ・ 販 売 す る こ と が 必 要 で あ り 、 こ

の た め 生 乳 市 場 は 「 買 い 手 市 場 」 に な

りやすい。  

２） 飲 用 牛 乳 は 海 外 か ら の 輸 入 ・ 調

達 が 困 難 で あ る こ と か ら 、 飲 用 牛 乳 向

け 生 乳 価 格 は 生 産 コ ス ト を 反 映 し た 価

格 形 成 が 可 能 で あ る 。 他 方 、 バ タ ー や

脱 脂 粉 乳 な ど の 乳 製 品 は 輸 入 制 限 的 な

国 境 措 置 の 下 に あ る も の の 、 輸 入 調 製

品 と の 代 替 性 が 強 い こ と か ら 、 特 定 乳

製 品 向 け 生 乳 の 価 格 は 国 際 市 場 の 価 格

変 動 の 影 響 を 強 く 受 け る 。 ま た 、 は っ

酵 乳 や 生 ク リ ー ム 等 の 液 状 乳 製 品 は 、

消 費 に お い て は 飲 用 牛 乳 と 競 合 関 係 に
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あ る と と も に 、 乳 原料 と し て は バ ター ・ 脱脂 粉 乳 と 代 替 性 を 持つ こ と か ら 、 液状 乳 製

品向け生乳 の価格は 両者の 影響を受 け、 中 間的水準に なりやす い。  

３） このように 、同じ 生乳でも 用途によ って異 なった市場 性を持っ て いる ことから、

不 足 払 い 制 度 の 下 で、 牛 乳 乳 製 品 のそ れ ぞれ の 市 場 特 性 が 生 乳価 格 に 適 正 か つ合 理 的

に 反 映 さ れ る よ う に、 生 乳 の 価 格 形成 を 用途 別 に 分 離 す る 「 用途 別 取 引 制 度 」が 政 策

的に導入さ れて いる 。  

４） こ の 生 乳 の 「 用 途 別 取 引 制 度 」が 、 現 在 にお け る わ が 国 の 牛 乳 乳 製 品 及 び生 乳

の 市 場 と 流 通 を 規 定し て お り 、 さ らに 、 この 制 度 を 支 え て い る価 格 形 成 機 構 が指 定 団

体である。  

５） 飲 用 牛 乳 は 、 家 庭 内 常 備 率 が 極め て 高 い 上に 、 保 存 が 出 来 な い こ と か ら 、購 買

頻 度 が 高 い 食 品 で ある 。 こ の た め 量販 店 では 、 典 型 的 な 「 客 寄せ 商 品 」 と し て位 置 づ

け ら れ て お り 、 食 品小 売 流 通 業 の 競争 が 厳し く な れ ば な る ほ ど、 飲 用 牛 乳 向 け生 乳 の

価格低下圧 力が強ま る 傾向 にある。  

６） こ れ ま で 安 定 的 な 成 長 を 遂 げ てき た 飲 用 牛乳 の 消 費 が 急 速 な 縮 小 基 調 に ある な

か で 、 飲 用 牛 乳 市 場を め ぐ る 乳 業 者間 の 競争 は 、 ま す ま す 激 化す る 傾 向 に あ る。 こ う

し た 傾 向 は 、 特 に 、飲 用 牛 乳 の 販 売に 特 化し て 来 た 中 小 乳 業 経営 の 構 造 的 な 脆弱 化 を

招来してお り、これ が牛乳 等向け生 乳の価 格形成に大 きな影響 を与え つつある 。  

７） 乳 製 品 は 、 食 品 市 場 の 国 際 化 や輸 入 自 由 化の 進 展 な ど に よ っ て 、 今 後 、 価格 水

準 が 低 下 す る 可 能 性が あ り 、 こ れ にと も ない 、 乳 製 品 向 け 生 乳の 価 格 水 準 も 低下 す る

可能性があ る。  

 

 

１） 生 乳 の 価 格 形 成 上 の 特 殊 性 や 食品 市 場 の 国際 化 に よ る 価 格 変 動 が も た ら す酪 農

経 営 へ の 不 利 益 を 排除 す る 観 点 か ら、 価 格形 成 へ の 生 産 者 組 織 の 取 り 組 み を 強化 す る

ことが不可 欠である 。  

２） 牛 乳 乳 製 品 の 市 場 特 性 を 踏 ま え た 場 合 、 飲用 牛 乳 向 け 生 乳 の 価 格 水 準 を 生 産 コ

ス ト に 対 応 さ せ な がら 適 正 に 形 成 しつ つ 、将 来 的 に は 、 国 産 乳製 品 が あ る 程 度の 国 際

競 争 力 を 持 ち 得 る 水 準 に 乳 製

品 向 け 生 乳 の 価 格 を 誘 導 し 、

同 時 に 乳 製 品 向 け 生 乳 の 価 格

変 動 が 、 飲 用 牛 乳 向 け 生 乳 の

価 格 に 影 響 を 与 え な い よ う に

することが 必要であ る。  

３） 酪 農 経 営 の 立 地 密 度 の

低 下 や 乳 業 工 場 の 再 編 が 進 ん

で い る 都 府 県 に あ っ て は 、 広

域 ブ ロ ッ ク 化 に よ る 指 定 団 体

機 能 の 強 化 を 図 る 取 り 組 み の

一環として、「集送 乳合理 化計
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画」を樹 立し、生乳輸送（集 荷及び送 乳）コ ストの削減 に努めて きたと ころであ るが、

依然、改善 の余地が 大きい 。  

４） 生 乳 出 荷 規 模 の さ ら な る 階 層 分化 が 進 む こと に 加 え 、 地 産 地 消 や 農 業 経 営の 多

角 化 を 背 景 に 、 個 別の 地 域 や 酪 農 経営 の 特徴 を 反 映 し た 生 乳 のブ ラ ン ド 化 へ の生 産 者

の 要 求 や 消 費 者 の 期待 が 高 ま っ て おり 、 指定 団 体 に よ る 一 元 的な 生 乳 流 通 管 理機 能 を

維持してい くために は 、こ うした動 きへの 適切な対応 が求めら れ てい る。  

５） 牛 乳 小 売 市 場 で は 近

年 、 消 費 者 の 健 康 志 向 の 強

ま り の な か で 高 脂 肪 商 品 は

徐 々 に 減 尐 し 、 さ ら に 、 小

売 業 の 価 格 引 き 下 げ 圧 力 の

強 ま り と 相 ま っ て 、 低 脂 肪

タ イ プ の 成 分 調 整 牛 乳 が 大

幅 に 増 加 し て お り 、 こ う し

た 動 向 を 踏 ま え た 乳 成 分 取

引 の 適 正 化 を 図 る 必 要 が あ

る。  

 ６ ） 生 乳 の 価 格 交 渉 に 当

た っ て 指 定 団 体 は 、 委 託 者

で あ る 生 乳 生 産 者 の組 織 的 合 意 を 取り 付 けな け れ ば な ら な い こと か ら 、 価 格 交渉 に 係

る さ ま ざ ま な 情 報 の組 織 内 で の 共 有化 が 必要 で あ る 。 ま た 、 基礎 的 な 食 品 で ある 飲 用

牛 乳 の 価 格 形 成 に つい て は 、 消 費 者の 社 会的 関 心 も 高 く 、 公 益的 な 団 体 で も ある 指 定

団体には、 価格形成 に対す る透明性 や説明 責 任が求め られてい る。  

 

”  ‹  

１） 生乳流通コ ストの一 層の削 減を図る ために 、特に都府 県におい ては、生乳輸送 の

指 定 団 体 に よ る 完 全集 約 を 早 期 に 進め る とと も に 、 域 内 の 生 乳輸 送 コ ス ト の プー ル 化

を 前 提 に 、 集 荷 貯 乳拠 点 （ Ｃ Ｓ ） の適 正 配置 を も 含 め た 生 乳 輸送 の 「 指 定 団 体毎 の 最

適化システ ム」を構 築する 。  

２） 生乳輸送の 最適化を 図るた め、特に 都府県 においては 、指定団 体の地 理的な範 囲

の見直し、 生乳輸送 に関す る指定団 体間の 共同事業化 等につい ても検 討を進め る。  

３） 生乳輸送の 指定団体 域内プ ール化を 基本と しつつ、個 別地域や 経営と 結びつい た

生 乳 の ブ ラ ン ド 化 を踏 ま え 、 特 定 ブラ ン ドの 小 規 模 生 乳 輸 送 の実 施 な ど も 念 頭に 入 れ

た生乳輸送 の弾力化 の検討 を進める 。  

４） 用途別取引 制度の適 正な運 用が実施 される ように、都 道府県に よる用 途別数量 確

認 と 実 際 の 取 引 用 途を 一 致 さ せ る よう に する と と も に 、 行 政 に対 し て は 、 乳 業工 場 で

正確な用途 別数量報 告事務 が実施さ れてい るかどうか を現地指 導する ように求 める 。  

５） 指定団体に おいては 、各生 乳用途の 異なっ た市場特性 や変化動 向等を 踏まえ、生

乳取引にお いて最適 な経済 価値を 実 現する ための販売 力の総合 的な強 化を図る 。  
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６） 飲用牛乳市 場をめぐ る乳業 経営の構 造的な 弱体化が進 展するな かにあ って、販 売

力 強 化 を 図 る た め にも 、 市 場 の 規 模や そ の変 化 に 対 応 し た 乳 業施 設 の 最 適 化 を図 る こ

と が 不 可 欠 な 状 況 とな っ て お り 、 生産 者 組織 が 運 営 す る 農 協 系乳 業 の 再 編 整 備を 推 進

する。  

７） 飲用牛乳等 向け生乳 の 乳脂 肪分取引 のあり 方について は、取引 基準並 びに脂肪 格

差 金 な ど 経 済 評 価 のあ り 方 を 早 期 に検 討 する 。 な お こ の 場 合 は、 気 候 的 環 境 、生 乳 の

主要な取引 用途など の地域 の実態に 十分に 配慮する。  

８） 酪農経営の 実態 、乳 業者の 経営実態 、牛乳・乳製品の 需給動向 、消費 者ニーズ な

ど 生 乳 価 格 の 形 成 に不 可 欠 な 情 報 を整 備 し 、 生 産 者 組 織 の 内 部並 び に 指 定 団 体と 乳 業

者との間で 認識の共 有化を 図ること を通し て価格交渉 の合理化 、透明 化を図る 。  

９） 受託販売委 員会の運 営に当 たっては 、委員会 の議論に供 された個 別の取 引及び価

格 関 連 情 報 に つ い ての 守 秘 義 務 を 委員 に 課 す と と も に 、 取 引 相手 で も あ る 農 協系 乳 業

の 経 営 に 携 わ る 生 産者 の 委 員 会 参 画へ の ルー ル 化 を 行 う な ど の対 応 を 講 ず る こと に よ

っ て 、 受 託 販 売 委 員会 の 議 論 の 透 明化 と 充実 を 図 る と と も に 、 指 定 団 体 事 務 局の 実 務

能 力 の 強 化 の た め 、全 国 的 な 教 育 制度 の 構築 と 運 営 を 指 定 団 体及 び 全 国 組 織 が共 同 し

て推進する  

 

 

”  

 

 

１） 1970 年代 後半期に おける 生乳需給 の大幅な 緩和と乳製 品過剰圧 力のな かで、不

足 払 い 制 度 下 に お ける 需 給 調 整 の セー フ ティ ネ ッ ト で あ っ た 政府 に よ る 乳 製 品の 在 庫

調 整 機 能 が 破 綻 し 、生 産 者 に よ る 自主 的 な計 画 生 産 対 策 が 、 わが 国 に お け る 生乳 需 給

調整の中核 的な政策 ツール となって いる。    

２） 生 産 技 術 の 進 歩 や 生 産 資 材 価 格 の 低 下 に よる 生 産 コ ス ト の 低 減 、 小 売 流 通 業 の

競 争 激 化 に よ る 牛 乳 価 格 の 低 下 、

輸 入 自 由 化 に よ る 乳 製 品 価 格 の 低

下 な ど の な か で 、 生 乳 計 画 生 産 対

策 が 、 生 乳 需 給 の 拡 大 均 衡 を 実 現

し 、 生 乳 価 格 の 急 激 な 変 動 を 抑 制

してきた。  

３） 生 乳 計 画 生 産 対 策 の 中 で 一

体 的 に 実 施 さ れ て き た 「 用 途 別 と

も 補 償 」 制 度 は 、 地 域 間 の 過 度 な

競 争 を 是 正 す る と と も に 、 生 乳 需

要 の 変 化 に 起 因 す る 経 済 的 リ ス ク

が 一 部 の 地 域 や 経 営 に 集 中 し な い

ように平準 化する機 能を果 たしてき た。  
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４） 「特別余乳 制度」や「 特別調整 乳制度（ 選 択的二重割 当制度）」 などの計 画生産

目 標 数 量 の 調 整 的 配分 手 法 は 、 潜 在生 産 力の 発 展 を 阻 害 し な いよ う に 、 地 域 間 お よ び

経 営 間 の 生 乳 生 産 枠の 流 動 化 を 促 進し た 。 同 様 の 視 点 か ら 、 北海 道 に お け る チー ズ 対

策などは、 わが国に おける 計画生産 対策の 機能を充実 強化した 。  

５） 2010 年度 に、全国 的な仕 組みとし て導入さ れた「選択 的拡大生 産数量 」 は、こ

れ ま で の 計 画 生 産 対策 が 、 生 乳 の 生産 を 直接 的 に 調 整 す る 「 生産 ク オ ー タ 」 であ っ た

も の を 、 そ れ ぞ れ の用 途 別 市 場 に 対応 し た生 乳 販 売 の 最 適 化 を図 り つ つ 、 過 剰な 生 乳

を国際市場 に 供給す る「販 売クオー タ」へ と質的に転 換するも のであ る。  

 

 

 １ ） 最 近 、 生 乳 生産 の 量 的 拡 大 の制 約 条件 が 強 い 地 域 や 経 営に あ っ て は 生 乳価 格 の

安 定 を 期 待 し 、 量 的拡 大 の 条 件 に 恵ま れ た地 域 や 経 営 に あ っ ては 生 乳 生 産 量 の増 加 を

期 待 す る 傾 向 が 強 まっ て お り 、 今 後、 計 画生 産 対 策 の 運 営 に 関す る 地 域 や 生 産者 組 織

間 の 意 見 調 整 が ま す ま す 困 難

となる可能 性がある 。  

 ２ ） 酪 農 生 産 の 技 術 的 特 性

か ら 、 生 乳 生 産 量 を 短 期 的 に

調 整 す る こ と は 困 難 で あ る た

め 、 生 乳 市 場 で は 需 給 の 逼 迫

と 緩 和 が 繰 り 返 さ れ て き た 。

そ の 結 果 、 供 給 不 足 時 に は ビ

ジ ネ ス チ ャ ン ス ・ ロ ス が 発 生

し 、 輸 入 乳 製 品 に よ っ て 国 産

生 乳 需 要 の 一 部 が 蚕 食 さ れ た 。

他 方 、 供 給 過 剰 時 に は 余 乳 処

理 の た め の コ ス ト が 増 嵩 し 、

乳製品の在 庫調整リ スクを 生産者が 取るこ とが常態化 している 。  

 ３ ） 人 口 減 尐 時 代の 到 来 、 牛 乳 乳製 品 市場 の 成 熟 化 、 乳 製 品市 場 の 自 由 化 圧力 の 強

ま り 、 さ ら に こ れ ら を 背 景 と し

た 乳 業 や 食 品 流 通 業 の 競 争 激 化

な ど に よ り 、 わ が 国 の 生 乳 市 場

を め ぐ る 情 勢 は 近 年 大 き く 変 容

し 、 と く に 飲 用 原 料 乳 市 場 の 縮

小 に 歯 止 め を か け る こ と は 相 当

に困難な状 況にある 。  

 ４ ） 生 乳 計 画 生 産 対 策 の 開 始

から 30 年を経過 している 中で、

そ の 今 日 的 な 意 義 や 成 果 を 点 検

す る 作 業 が 、 政 府 に お い て も 、
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生 乳 生 産 者 組 織 の 内部 に お い て も 、ほ と んど 行 わ れ て い な い こと も あ っ て 、 生乳 計 画

生産対策に 対する生 産者の 信頼が揺 らぎつ つある。  

 

”  ‹  

１） 単 年 度 で 変 動 す る 生 産 目 標 数 量 の 設 定 は 酪農 経 営 の 展 開 に 制 約 的 に 機 能 す る 側

面 が 強 い こ と か ら 、 今 後 は 、 中

長 期 的 な 生 産 目 標 数 量 の 設 定 を

行 う 「 中 期 的 計 画 生 産 対 策 」 を

実施する。  

２） 生 乳 生 産 枠 の 「 選 択 的 生

産 割 当 制 度 」 の 導 入 、 す な わ ち

現 状 の 価 格 水 準 で 通 常 の 生 乳 市

場 に 販 売 が 見 込 ま れ る 生 乳 生 産

量を「 価格安定 生産枠 」とし て、

生 産 実 績 な ど の 合 意 可 能 な 生 産

要 素 を 基 礎 に 全 て の 生 産 者 に 平

等 に 配 分 す る 一 方 で 、 生 乳 価 格

の 引 き 下 げ に よ っ て 新 た に 生 乳

需 要 の 増 加 が 見 込 まれ る 輸 入 調 製 品や チ ーズ な ど へ の 転 用 需 要に つ い て は 、 価格 低 下

を容認する 「選択的 拡大生 産枠」と して希 望する生産 者に希望 する量 を配分す る。  

３） 2011 年度 から実施 が 検討 されてい る酪農へ の戸別所得 補償制度 の導 入 などの政

策 と の 整 合 性 を 取 りつ つ 、 生 産 者 組織 に よる 計 画 生 産 対 策 の 適正 な 運 営 を 図 るた め 、

生 乳 の 個 別 生 産 枠 も含 め 、 各 段 階 で の 生 乳生 産 枠 の 設 定 に 係 る取 り 組 み を 引 き続 き 推

進する。  

４） 今 後 、 輸 入 自 由 化 の 進 展

に 伴 っ て 、 飲 用 牛 乳 向 け 生 乳 市

場 を め ぐ る 地 域 間 の 競 争 が 激 化

す る 可 能 性 が あ る 。 こ う し た こ

とから、広 域生乳 流通につ いて、

指 定 団 体 が 域 内 乳 業 者 と の 間 で

一 元 的 に 生 乳 取 引 を 行 い 、 当 該

指 定 団 体 が 全 国 連 と 共 同 し て 域

内 乳 業 者 に 責 任 あ る 生 乳 供 給 を

行う仕組み などを推 進する 。  

５） 余 乳 発 生 に 伴 う 酪 農 経 営

の リ ス ク を 軽 減 す るた め 、 季 節 別 乳価 、 学乳 休 止 期 に お け る 余乳 調 整 価 格 、 通常 の 価

格 と 区 別 し た ス ポ ット 販 売 価 格 な どの 設 定 の 検 討 を 通 じ て 、 季節 別 需 要 変 動 に対 応 し

た生乳生産 を促進す る。  

６） 不 需 要 期 に お け る 生 乳 出 荷 抑 制、 飲 用 牛 乳類 の 生 乳 使 用 率 を 高 め る 生 乳 取引 の
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工 夫 な ど を 前 提 に 、全 国 連 と の 機 能分 担 や乳 業 者 の 役 割 を 明 確化 し つ つ 、 生 産者 組 織

自 体 の 貯 乳 能 力 の 増強 、 老 朽 化 が 進み 閉 鎖が 危 惧 さ れ る 余 乳 処理 工 場 へ の 支 援、 都 府

県 の 乳 製 品 処 理 体 制の 整 備 、 都 府 県に お ける 指 定 団 体 間 の 「 余乳 と も 補 償 」 の実 施 、

販売が不可 能な乳製 品の保 管や処理 などの 仕組みづく り を推進 する。  

７） こ う し た 生 産 者 組 織 に よ る 自 己防 衛 的 な 過剰 対 策 に お い て も 、 対 応 可 能 な過 剰

水 準 に は 自 ず と 限 界が 生 じ る 。 し たが っ て、 生 産 者 に よ る 自 主的 な 対 策 の 範 囲を 超 え

る 過 剰 に 対 し て は 、Ｅ Ｕ 及 び 米 国 等で 実 施さ れ て い る よ う に 、政 府 が 必 要 な 緊急 対 策

を講じるこ とが不可 欠であ り、その ルール 作りについ て働きか ける  

８） 生 乳 計 画 生 産 対 策 の 歴 史 的 な 総括 と 現 実 的な 必 要 性 に つ い て 、 酪 農 家 向 けに 解

り や す い 広 報 資 料 など を 定 期 的 に 作成 ・ 配布 し 、 理 解 を 促 進 する 活 動 を 行 う 。 ま た 、

政 府 に 対 し て も 、 生産 者 に よ る 計 画生 産 対策 の 今 日 的 な 政 策 的位 置 付 け を 明 らか に す

るように求 めていく 。  

 

 

”  

 

 

１） 最近になっ て、尐

子高 齢化 、 人口 の減 尐、

食 生 活 の 成 熟 化 な ど を

背景に、牛乳乳製 品の消

費 は 長 期 間 に 及 ん だ 増

加 傾 向 か ら 停 滞 傾 向 を

示す よう に なっ てお り、

生 乳 需 要 を め ぐ る 環 境

は、これ までとは 異なっ

た 新 た な 局 面 を 迎 え て

いる。特に、飲用 牛乳市

場の安定性は 1990 年代

後 半 以 降 大 き く 損 な わ

れ、消費は減尐 基調に 変化し、その 後の僅 か 15 年足ら ずで市 場規模 は 2 割以上 も縮小

した。   

２） 全ての用途 の生乳 が 、各用 途間およ び輸入 乳製品との 競争にさ らされ ている。つ

まり、国産 生乳を 100％原料 として いる牛乳 は、消費市 場におい て加工 乳や乳飲 料と競

争 関 係 に あ り 、 飲 用牛 乳 向 け 生 乳 は、 価 格の 低 い は っ 酵 乳 等 向け 生 乳 や 生 ク リー ム 等

向 け 生 乳 に 需 要 を 奪わ れ る 可 能 性 があ る 。ま た 、 は っ 酵 乳 等 向け 生 乳 や 生 ク リー ム 等

向 け 生 乳 は 、 乳 製 品か ら 製 造 可 能 な還 元 乳と の コ ス ト 競 争 に よっ て 、 特 定 乳 製品 向 け

生 乳 や 輸 入 の 乳 製 品と 調 製 品 に 需 要を 蚕 食さ れ る 。 さ ら に 、 特定 乳 製 品 向 け 生乳 は 、

輸入の乳製 品や調製 品と、 チーズ向 け生乳 は輸入チー ズと常に 競争関 係にある 。   
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３） 調査によ ると 、 戦後日 本型食 生活の なかで 生まれた 世代（ 40 代 以上） とそうで

ない若い世 代（ 30 代以下 ）とでは 、主婦に なってから の家庭内 食生活 での牛乳 の位置

付 け や 消 費 構 造 が 全く 異 な り 、 若 い世 代 にな る に 従 っ て 、 食 生活 上 で の 牛 乳 の存 在 感

が 急 速 に 希 薄 化 す ると と も に 、 牛 乳購 入 量や 家 庭 内 常 備 率 が 低下 す る 傾 向 に ある 。 ま

た 、 牛 乳 の 食 料 的 な価 値 意 識 や こ れに と もな う 飲 用 習 慣 が 、 若い 世 代 や 子 ど も達 に 対

し て 継 承 さ れ て い ない 実 態 が 明 ら かに な って お り 、 こ の 状 況 がこ の ま ま 放 置 され る こ

と と な れ ば 、 わ が 国 の 牛 乳 市

場に未来は ない。  

４） 乳 業 者 に と っ て 、 飲 用

牛 乳 は 大 き な 売 上 シ ェ ア を 持

っ て い る も の の 、 そ の 製 造 コ

ス ト に 占 め る 原 材 料 費 （ と く

に 、 原 料 乳 価 ） の 比 率 が 極 め

て高い（付 加価値 率が小さ い）

た め 、 企 業 利 益 へ の 貢 献 度 は

小 さ い 。 さ ら に 、 牛 乳 は そ の

低 い 収 益 率 に 加 え 、 市 場 の 成

長 性 に 限 界 が あ る な か で 、 利

益率の高い 商品の販 売を 促 進するた めの「 品揃え 」として 準備され ている というの が 、

多くの乳業 者におけ る飲用 牛乳のポ ジショ ンである。  

５） 最 近 に お け る 情 報 環 境 は 、 Ｓ ＮＳ （ ソ ー シャ ル ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス ） やＣ Ｇ

Ｍ（消費者発 信型メ ディア）の 急速な普 及 により、 大き く変化 しており、 過去 10 年間

で、消費者 が選択可 能な情 報量が 530 倍と 爆発的に増 加し てい る。そ の結果 、 情報価

値は大きく 低下し、 消費者 が情報を 鵜呑み にしなくな っている 。  

 

 

１） 生乳の用途 間の競争 関係、生乳と乳 製品と の代替関係 を踏まえ た場合 、国産生 乳

需 要 の 維 持 ・ 拡 大 、生 乳 の 総 販 売 額の 最 大化 を 図 る た め に は 、国 際 競 争 と い う点 で 優

位性を持つ 飲用牛乳 の消費 を維持・ 拡大す ることが最 も重要な 課題で ある。   

２） 牛 乳 を 「 豊 か な 食 生 活 の シ ン ボル 」 と し て捉 え る 絶 対 的 な 価 値 観 を 持 っ てい る

40 代以上 の世代に 対する 牛乳消費 拡大の課 題は、牛乳 の食料と しての 価値付け をさら

に 強 化 す る こ と で あり 、 飲 用 習 慣 （戦 後 に形 成 さ れ た 日 本 的 牛乳 文 化 ） の 定 着・ 増 進

を図ること である。   

３） 食の豊かさ は当たり 前とい う価値観 のなか で成長した 30 代以 下の世代 には、そ

の 食 生 活 ス タ イ ル に対 応 し て 再 開 発し た 新た な 牛 乳 文 化 を 提 案し 、 支 持 と 好 意を 獲 得

す る と と も に 、 牛 乳消 費 の 未 来 を 担う 成 長過 程 の 若 年 層 に そ れら が 継 承 さ れ る家 庭 内

環境を実現 すること が重要 である。  

４） 乳 業 の 企 業 利 益 に 対 す る 牛 乳 の貢 献 度 が 小さ く な っ て い る 中 で 、 乳 業 者 の牛 乳

に 関 す る マ ー ケ テ ィン グ 活 動 は 極 めて 低 調か つ 消 極 的 で あ る こと か ら 、 今 後 は、 国 産
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生 乳 の 安 定 的 な 市 場基 盤 を 確 保 す る自 衛 策と し て 、 生 産 者 組 織自 ら が 、 牛 乳 とい う 商

品カテゴリ ー に対す る取り 組みを、 積極的 かつ継続的 に実施す ること が必要で ある 。  

５） 「牛乳 に相談 だ。」キ

ャ ン ペ ー ン は 、 全 世 代 的 な

キ ャ ン ペ ー ン へ の 認 知 と 好

感 を 獲 得 し た 。 こ の こ と を

背 景 に 、 食 品 企 業 と の 広 範

囲 な コ ラ ボ レ ー シ ョ ン が 実

現 で き た ほ か 、 乳 価 値 上 げ

に 対 す る 消 費 者 の 理 解 を 深

め る た め の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 活 動 の 大 き な 一 助 と も

な っ た 。 し か し 、 牛 乳 の 飲

用 意 識 の 強 化 と 購 買 行 動 を

促 進 す る と い う 点 で は 、 期

待 さ れ た 大 き な 効 果 を 実 現

するまでに 至ってい ない 。  

６） 消 費 者 と の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を め ぐ る情 報 環 境 の 激 変の な かで 、 単 に 情 報 を 流 通さ せ て も 消 費 者の 行 動

を 変 え る こ と は 困 難で あ る こ と か ら、 情 報の 信 頼 性 を 高 め 、 消費 者 の 生 活 ス タイ ル に

対 応 し た 提 案 型 情 報が 消 費 者 に 確 実に 訴 求で き る 新 た な コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン 戦略 を 構

築すること が必要で ある。  

 

”  ‹  

１）生産者 組織によ る生乳 需要拡大 活動に とって、最 も重要な マーケ ットが「 牛乳」

で あ る こ と か ら 、 次期 活 動 に つ い ては 、 牛乳 市 場 に お け る 「 最近 の 急 激 な マ イナ ス ト

レンドを 3 年間 で解消 すること を目標」 と して設定す る。  

２ ） 今 後 の わ が 国 に お け る 牛 乳 市 場 の 未来を 担 う の は 、 牛 乳 飲 用 量 の 多 さ と い う 側

面 、 牛 乳 の も つ 栄 養 的 機 能 の 果

た す 意 義 、 食 文 化 と し て の 牛 乳

の 存 在 を 未 来 に 継 承 す る と い う

意 味 合 い な ど か ら し て 、 若 年 齢

層 で あ る 。 こ う し た こ と を 踏 ま

え る と 、 若 年 齢 層 の 牛 乳 に 係 る

確 か な 価 値 形 成 を 促 進 す る 観 点

か ら 、 特 に 成 長 過 程 に あ る 若 年

齢層を子ど もにもつ 30 代を 中心

と す る 母 親 層 を 次 期 戦 略 の メ イ

ン タ ー ゲ ッ ト と し て 再 設 定 す る



16 

 

ものとする 。  

３）これら の若い母 親層の 牛乳に対 するニ ーズ（食品 一般への 要求）は「価 格 」「お

い し さ 」「 安 全 安 心 」「 健 康 」 で あ り 、 ウォン ツ （ 牛 乳 に 特 定さ れ る 要 求 ）は 「 お い し

さ」「効能」「牧場 」の「 実感」である こと がわかって いる。さらに 、母親と しての「 隠

れたニーズ」は、「子ど もから 良いお母 さん と思われる こと」と「 他人から 賢い母親 と

して評価さ れること 」の二 つのステ ータス が満足され ることで ある。  

 こ う し た タ ー ゲ ット の 「 ニ ー ズ 」な ど に的 確 に 対 応 し た 牛 乳の 「 新 た な 価 値」 の 開

発や訴求を 図ってい くもの とする。  

４ ） 日 本 人 の 牛 乳 利 用 の 特 徴 は 、 そ の 利用の ほ と ん ど が 、 直 接 飲 用 場 面 に あ る 。 こ

う し た こ と を 踏 ま え、 他 の 飲 料 と の混 ぜ 飲み 、 料 理 の 材 料 と して 利 用 、 シ リ アル と の

同 時 摂 取 な ど の 直 接 飲 用 以 外

の 場 面 を 、 主 要 な 標 的 市 場 と

する。  

５）最近の 情報環 境の大き な

変化を踏ま えると、「情報 の信

用 性 」 を 高 め る 観 点 か ら 、 酪

農 家 が 発 信 す る 情 報 を 、 生 活

者 に と っ て 有 益 な 情 報 と し て

選 択 し て も ら う 仕 組 み を 開 発

することが 不可欠で ある。  

 ま た 、 Ｔ Ｖ 広 告 等 の マ ス メ

デ ィ ア に 強 く 依 存 し た 従 来 型

の情報発信 プロモー ション から、消費者 と の「確か なコミ ュニケー ション 」を実 現し、

「伝える」か ら「動か す」活動 を推進す るた めの、「生活 提案型」の「戦略的 ＰＲ」へ 、

大 き く 事 業 構 造 を 転 換 す る 。 

６）牛乳に関す る「良い思

い 出 や 経 験 」 と し て 、 他 の

ど の よ う な 食 品 も 模 倣 す る

こ と が で き な い 「 牧 場 」 体

験 の 提 供 は 、 食 を め ぐ る 価

値 形 成 の 「 原 風 景 」 に も 繋

が り 、 こ の こ と に よ っ て 、

新 た な 日 本 型 牛 乳 文 化 の 創

造が可能と なる。  

 こ れ ら の こ と を 踏 ま え 、

酪 農 教 育 フ ァ ー ム 活 動 を コ

ア と す る 牧 場 体 験 事 業 、 牧

場 を 開 放 し て 行 う 酪農 家 や 生 産 者 組織 に よる 消 費 者 交 流 活 動 のさ ら な る 強 化 を図 っ て

いく。  
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”  

 

 

１） わ が 国 酪 農 の 一 経 営 体 当 た

り乳用牛飼 養頭数は 、1963年の 2.7

頭から 2009 年の 64.9 頭に まで増

加 し 、 酪 農 経 営 の 収 益 構 造 は 、 農

家 収 入 に 占 め る 農 産 物 の 売 り 上 げ

が 50％以上 である 「主業農 家数」

の割合が、2005 年 農業セン サスに

よると、全国で 86％（北 海道 97％、

都府県 81％ ）とな っている 。  

２） いまや、ほとん どの酪農 経営

が 自 立 的 な 専 業 ・ 単一 経 営 と な っ てい る が、 こ れ ら の 中 か ら も多 く の 経 営 離 脱者 が 出

始めている 。こうし たなか で、 生乳 生産量 は 1996 年の 866 万トンを ピークに 2008 年

には 798 万 トン（ ピー

ク 時 の 92％ ） に ま で

減尐し、わが国の 生乳

生 産 基 盤 は 明 ら か な

縮 小 局 面 に 入 っ て い

る。  

３） 乳 用 牛 飼 養 頭

数は、過 去 10 年 間で、

全 国 で は 約 ２ 割 減 尐 、

な か で も 都 府 県 で は 、

35％減尐し ており 、生

乳生産基盤 の弱体化 は特に 都府県に 強く現 れている。  

４） その一方で 、 2005 年農 業センサ スによ ると 、乳用牛（ 成牛）を 100 頭 以上飼養

する酪農経 営は、 20 年 前の 20 倍を超 える 約 2000 経営で大 規模 な企 業経営が 登場し て

いる。  

５） 常勤雇用を 行ってい る経営 が全体の 約６％、総従事者数 に占める 雇用 従 事者数の

割 合 は 約 ８ ％ に 過 ぎず 、 わ が 国 の 酪農 経 営は 依 然 、 圧 倒 的 に 家族 労 働 力 に よ って 担 わ

れている。  

６） 平均的 な都府 県の酪 農経 営にお いて、 搾乳 牛 1 頭 当たり の流 通飼料 費は、 過去

10 年間で ４割前後 増嵩し 、 生乳生 産コスト に占める割 合は、今 や ５割 近くにな っ てい

る。  
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７） また、酪農部門（生 乳と子 牛 等の販 売）から の 農業収入 のみの酪 農経営 が過半で

あ る 一 方 で 、 肉 用 牛生 産 部 門 か ら の農 業 収入 が 、 生 乳 生 産 部 門よ り 多 い か 、 酪農 部 門

に次いで 2 位とな っている 酪農経営

も 11％（1985年 は３％ ）と なってい

る ほ か 、 自 ら 生 産 し た 生 乳 を チ ー ズ

や ア イ ス ク リ ー ム な ど の 製 品 に 加 工

し 販 売 す る 経 営 部 門 を 新 た に 導 入 し

よ う と し て い る 酪 農 経 営 が 約 ４ ％ い

る （ 酪 農 全 国 基 礎 調 査 ） な ど 、 酪 農

経営の多角 化 が進む 傾向に ある。  

 

 

１） 将来にわた り、わが国 酪農の 生産基盤 を維 持していく ためには、酪農経 営の大規

模 化 を 促 進 す る だ けで は な く 、 経 営規 模 が比 較 的 小 さ な 酪 農 経営 の 存 続 を 図 るこ と が

不 可 欠 で あ り 、 今 後の 酪 農 経 営 に 対す る 支援 は 、 こ う し た 二 つの 側 面 か ら 行 われ る 必

要がある。  

２） 飼養管理の 時間拘束 性や飼 料生産の 季節偏 重性、さらに酪 農労働 全般に求 められ

る 高 度 で 総 合 的 な 知識 や 技 術 の 熟 練な ど の必 要 性 に よ っ て 、 酪農 労 働 は 、 自 己完 結 型

の 家 族 経 営 に 適 合 して い る 。 し か し、 一 定の 飼 養 規 模 を 確 保 する た め に は 、 家族 労 働

力 の 制 約 が 大 き な 障害 と な っ て お り、 こ れを 解 決 す る た め 、 特定 作 業 の 外 部 化と 雇 用

労 働 の 投 入 に よ る 企 業

化を図る必 要がある 。  

３） 流 通 飼 料 に 依 存

し た 経 営 規 模 の 急 激 な

拡大にとも ない、ふん尿

を 農 地 に 還 元 す る と い

う 自 己 完 結 型 の 物 質 循

環システム が破綻し 、過

剰 ふ ん 尿 の 排 出 に よ る

環 境 負 荷 問 題 に 起 因 す

る地域住民 との摩擦 、ふ

ん尿 処理 コ スト の増 嵩、

飼料作付地 の 地力低 下など の新たな 経営問 題が 生じて いる。  

４） 食品市場の 国際化な どを背 景とした 牛乳乳 製品市場の 競争激化 のなか で、生乳の

市場価値が 相対的に 低下し て おり、今後、酪農経営の 収益性を 確保し ていくた めには、

「 生 乳 生 産 部 門 」 以外 の 経 営 部 門 をど の よう に 組 み 合 わ せ て いく か が 、 重 要 な課 題 と

なっている 。  

５） 酪 農 経 営 に 係 る 技 術 や 知 識 が 急 テ ン ポ で 陳腐 化 す る な か で 、 地 域 の 生 産 者 組 織

の支援が、 その更新 スピー ドにも、 水準に おいても、 つ いてい けない 実態があ る。  
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６） 酪 農 経 営 の 立 地 密 度 が 低 く な っ て い る な かで 、 生 産 者 組 織 が 単 独 で 経 営 支 援 を

行 う こ と が 、 効 率 性と 実 効 性 の 観 点か ら 困難 と な っ て い る 地 域が 多 く 、 わ が 国に お け

る 組 織 的 な 経 営 支 援の 原 型 と も 言 える ヘ ルパ ー 制 度 の 事 業 運 営 さ え も 困 難 と なっ て い

る地域が出 始めてい る。  

７） 酪農経営に 対する組 織的支 援は、本来 は、酪 農生産者組 織の協同 的関係 性の基礎

と な っ て い る 生 乳 の共 同 販 売 事 業 と関 連 付け て 整 理 す る こ と が不 可 欠 で あ る が、 特 に

都 府 県 に お い て は 、指 定 団 体 組 織 の広 域 化に よ っ て 、 生 乳 販 売業 務 と 酪 農 経 営支 援 業

務 と が 分 離 さ れ て おり 、 こ の 問 題 が、 今 後の 酪 農 生 産 者 組 織 によ る 経 営 支 援 の発 展 的

展開の障壁 となるこ とが危 惧されて いる。  

 

”  ‹  

１） 自己完結型 の家族経 営 にお ける労働 力 を補 完するため、特 定作業 を受託す るコン

ト ラ ク タ ー や Ｔ Ｍ Ｒセ ン タ ー な ど の外 部 化な ど の 取 り 組 み が 行わ れ て い る こ とか ら 、

こ う し た 組 織 の 活 動が 円 滑 か つ 効 率的 に 推進 さ れ る よ う 、 地 域の 生 産 者 組 織 が作 業 受

託 組 織 の 設 立 と 運 営に 積 極 的 に 関 与す る とと も に 、 他 の 地 域 の優 れ た 取 り 組 みや 新 し

い技術等に 関する情 報を、 利用者で ある酪 農家も含め 関係者に 日常的 に提供す る。   

２） 酪農経営の 企業化を 支援す るため、地 域の 生産者組織 は、従業員 の効率 的なチー

ム ワ ー ク の 維 持 、 人材 の 適 切 な 配 置計 画 の立 案 、 イ ン セ ン テ ィブ の 付 与 に 配 慮し た 報

酬 シ ス テ ム の 設 計 、さ ら に は 日 常 的な 行 動観 察 、 技 術 力 を 高 める た め の 教 育 など 、 酪

農経営者の 人事管理 能力を 高めるた めの援 助を組織的 に行う。  

３） 飼 料 生 産 基 盤 の 強

化を推進た めには 、酪農経

営 に お け る 農 地 の 集 積 と

利 用 調 整 が 必 要 で あ る こ

とから、地 域の生 産者組織

は、行政や 農業委 員会と連

携をとりつ つ、農 地の売買

や貸借関係 の調整 、飼料作

物 と 他 作 物 と の 作 付 け 調

整など、農 地の所 有者と酪

農 経 営 の 間 を 仲 介 す る 活

動を、積極 的に進め る 。  

４） 酪 農 経 営 の 多 角 化

に 対 す る 生 産 者 組 織の 支 援 は 、 関 連す る マー ケ ッ ト の 情 報 を 提供 し 、 的 確 な 経営 判 断

を 促 す と と も に 、 経営 者 が マ ー ケ ティ ン グに 係 る 幅 広 い 知 識 や技 術 の 習 得 を 円滑 に で

き る よ う に 、 他 地 域の 先 進 的 な 事 例や 関 連す る 情 報 に つ い て 提供 し た り 、 学 習の 場 を

組 織 し た り す る 。 また 、 酪 農 家 が 提供 す る商 品 や サ ー ビ ス が 、消 費 者 か ら の 高い 評 価

を得られる よう な仕 組み作 りを推進 し、こ の運営を生 産者組織 が支援 する。  

５） 酪農経営が、高 度な技 術や知識 の習得を 円滑 に行うこと が出来る よう に するとと



20 

 

も に 、 優 れ た 後 継 者の 安 定 確 保 を 図る た め 、 同 様 の 経 営 展 開 を目 指 す 酪 農 経 営同 士 の

「酪農家ネ ットワー ク」を 生産者組 織とし て積極的に サポート する。  

６） 多くの地域 において、生産者組 織が単独 で経 営支援を行 うこと が 困難と なってい

る だ け で は な く 、 若い 担 い 手 の 確 保に 不 可欠 な ヘ ル パ ー 制 度 の事 業 運 営 も 困 難と な り

つ つ あ る 実 態 を 踏 まえ 、 地 域 の 枠 や立 場 を超 え た 集 団 的 な 支 援推 進 体 制 と し ての 「 生

産 者 組 織 に よ る 支 援の た め の ネ ッ トワ ー ク」 を 早 期 に 構 築 す る も の と し 、 地 域に よ っ

ては、こう した「支 援ネッ トワーク 」のマ ネージメン トを指定 団体が 担ってい く。  

７） 指定団体と その他の 酪農生 産者組織 の縦横 に亘る機能 統合を目 指すと ともに 、酪

農経営支援 に係る 指 定団体 の機能や その役 割について 再整理す る。  

 

 

”  

 

 

 わ が 国 の 酪 農 政 策は 、 政 策 的 支 援と い う意 味 合 い か ら の 納 税者 負 担 、 生 乳 価格 の 安

定 と い う 意 味 合 い から の 消 費 者 負 担、 生 産者 よ る 自 立 的 な 計 画生 産 な ど に よ る 自 助 努

力 と い う 意 味 合 い から の 生 産 者 負 担な ど の組 み 合 わ せ に よ っ て運 営 さ れ て お り、 優 れ

て共助的手 法をとっ ている 。  

 

 

１） 100 年に一度 と言われ る 今次 の国際的 な経 済不況、 WTO体制下の 新たな 農業政策

合 意 、 政 権 交 代 に よる 政 府 の 役 割 変化 、 食料 自 給 率 の 向 上 に 対す る 国 民 の 期 待に 対 応

し た 農 業 生 産 方 式 の見 直 し な ど に よっ て 、 わ が 国 の 農 業 政 策 のあ り 方 は 、 今 後、 大 き

く変化して いく 可能 性があ る。  

２） こうした政 策環境の 変化に 十分に 配 慮しつ つ、生乳需給と 酪農経 営の安定 を図る

た め 、 酪 農 政 策 の 改革 方 向 と 生 産 者組 織 の役 割 に つ い て 酪 農 関係 者 内 部 で 共 通認 識 を

醸成し、酪 農政策の 形成過 程への生 産者組 織の関与の あり方を 見直す 必要があ る。  

 

”  ‹  

 生 乳 の 生 産 、 流 通、 消 費 に 係 る 調査 及 び酪 農 生 産 者 の 意 見 集約 を 通 じ て 課 題の 共 有

化を日常的 に図るた め 、「酪農 政策形成 のた めの関係組 織 のネッ トワー ク」を設置す る

と と も に 、 広 く 国 民や 消 費 者 さ ら に国 会 に対 し て 、 日 本 酪 農 への 理 解 と 共 感 を醸 成 す

る た め の 多 様 な 情 報を 発 信 す る 広 報活 動 を 共 同 し て 一 体 的 に 推進 し 、 併 せ て 、政 府 に

対して、新 たな酪農 経営の 発展的展 開の た めに必要な 支援を求 めてい く。  

 

 

ῷ⁸‚  

１） 生 産 者 組 織 の基 本 的 使 命は 、 酪 農家 の 中 長期 的 な 利 益 を守 り 、 酪 農経 営 を 持 続

的に発展さ せること である。し たがっ て、ここで検討 した生乳 の価格 形成、需給 調整 、
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需 要 拡 大 、 そ し て 経営 支 援 の 考 え 方は 、 酪農 経 営 の 発 展 に 確 実に 貢 献 す る こ とを 目 指

す も の で あ り 、 全 国の 生 産 者 組 織 と酪 農 家の 協 調 的 な 取 り 組 みと し て 推 進 し なけ れ ば

ならない。  

２） こ こ で 検 討 した 諸 対 策 は 、 わ が 国酪 農 が 「誇 り あ る 産 業」 と し て 自立 す る こ と

を 目 指 す も の で あ り、 こ れ ま で も そう で あっ た よ う に 、 専 ら 政府 に よ る 手 厚 い保 護 に

依 存 す る の で は な く、 極 力 、 酪 農 家自 ら の自 助 努 力 と 酪 農 家 同士 の 共 助 的 な 取り 組 み

で、酪農産 業の未来 を切り 拓くとい う姿勢 が求められ る 。   

３） 当面する喫 緊の政策 課題と して、 2011 年度 からの実施 が 検討さ れてい る酪農の

戸 別 所 得 補 償 制 度 につ い て は 、 こ こで 整 理し て き た 価 格 形 成 、需 給 調 整 、 需 要拡 大 、

経 営 支 援 の そ れ ぞ れの 課 題 及 び 生 産者 組 織の 取 り 組 み と の 整 合性 が 確 保 さ れ る政 策 パ

ッケージと して設計 される ように、 政府等 に対して求 めていく ものと する。  

４） ま た 、 こ こ で検 討 し た 生産 者 組 織に よ る 取り 組 み の 諸 対策 に つ い ては 、 可 能 な

ものについ ては 2011 年度か らの実現 を目指 し、その他の対 策につ いても、５年 程度を

目 途 に 、 極 力 早 期 に実 現 す る こ と が必 要 であ る 。 こ の た め 、 今後 、 中 央 酪 農 会議 及 び

指 定 団 体 等 の 関 係 者に よ っ て 具 体 的な 行 動計 画 を 樹 立 し 、 着 実な 取 り 組 み の 実行 を 目

指すものと する。  

 

（了）  


